

　
[image: image1]　　　　　　　　　
　　　　　Ｐ：０

　　　　　開場時から、図書館然とした舞台。

　　　　　幕前として、蛍の光が流れる。

Ｎ　　「まもなく、閉館時間となります。ご利用ありがとうございました。」
　　　　　しばらくして、静かになる図書館。

　　　　　証明も落ち、非常口を示す光だけで、ぼんやりと明るい。

　　　　　そこへ、女２、古風なランタンを持って登場。

　　　　　周囲を見渡すと、指を鳴らす。

　　　　　先ほどまでの、いかにも図書館といった感じの白い光ではなく、

　　　　　ろうそくのような暖かい光が満ちる。
　　　　　女２、時間を確認すると、去ろうとする。

　　　　　去る直前、一冊の本に目を向け、そっと手に取る。

　　　　　「うさこちゃんとうみ」

　　　　　女２、しばらくいとおしそうにページをめくるが、やがて、本棚の隅に戻す。
　　　　　去る、女２。

　　　　　ドアを閉めるぱたん、という音とともに暗転。

物語はここから始まる。

　　　　　Ｐ：１

　　　　　　　暗転中。

女１　　何、やってんのよ・・・。
　　　　あんた・・・それ、大事な本なのよ！

　　　　どうするのよ！

　　　　　　　怒気を含んだ女の声。

　　　　　

　　　　　　　ガラスが割れる音。

　　　　　　　女の咳。えづく声。

　　　　　　　人が倒れる音。

　　　　　　　救急車のサイレン音

　　　　　

　　　　　Ｐ：２

　　　　　　　明るくなると、冒頭の「本棚のある部屋」

　　　　　　　きしむドアを開け、女１が入ってくる。

女１　・・・。

　　　　　　　女１，状況がつかめていない。

キョロキョロしている。

と言っても、周囲は白い背表紙の本しかない。

女１、近くにあった本を手に取ろうとする。

女４　・・・『繰り返されるのは幻影』

　　　　　　びっくりして、手を引っ込める女１

女４、白いパジャマのような服を着て、文庫本を読みながら現れる。
女４　『彼はそろそろと動き、そうっと冷たい床に足をおろす。

背中をのばしてしゃんと立つと、素朴な疑問が頭をもたげてきた。

ここはどこだろう？』

女１　！

　　　　　女４、ノリノリで音読する。

女４　『・・・全身の、ぼんやりした体感というものは、案外正確な物だ。ベッドを降りたときから、彼はこの部屋が、なんとなく地上よりはかなり高いところに位置しているように感じていた。

目の前に広がっているのは、たくさんの本を乱雑に伏せたような屋根の連なり。その中に転々と混じる、マンション、ビル、そして煙突。

窓枠にかけた両手を、日差しがじりじりと照らす。外は熱そうだな、と思った。そりゃ当然だ、だって今日は・・・今日は・・・
何月何日だっけ？

思い出せない。

その時初めて、パニックの最初のさざなみがよせてきた。

なんてこった、と思った。

冗談じゃない、今日の日付も思い出せないなんて、

俺は・・・俺はいったい、どうしたんだろう！』

本を、パンっと閉じると、陶酔しきっている、女４
女４　　・・・冒頭から、このたたみかけるようなサスペンス感と、計算された確かな、描写力！

　　　　やっぱ、宮部みゆきって天っ才！

　　　　　と、そこで女１と女４、目が合う。

女４　　あら、やだ。もう来ちゃったの？

女１　　あの・・・。

女４　　・・・まぁ、来ちゃったものは、しょうがないか・・・お姉様、お姉様！

　　　　　

　　　　　ソデに向かって、呼びながら去る女３

　　　　　結局、また取り残される女１

　　　　　もしや、と思いまた、別の本に手を伸ばすと、

　　　　　女３が去った方とは、別の出入り口から、

　　　　　メイド服の女（女２）が現れる。

　　　　　（燭台とかもっていると雰囲気出るけど、扱いに困りますね）

女２　　・・・レベルセブンですわね。

女１　　！
女２　　「レベル７」。１９９０年９月、宮部みゆきの４冊目の長編小説として新潮社より刊行されました。

　　　　「レベル７まで行ってみる。戻れない？」と書き残して失踪した少女を追うカウンセラーと、記憶をなくし、腕に「Ｌｅｖｅｌ７」と書かれた男女の両面から、真相に迫るミステリー。
　　　　人間味あふれるストーリーテリングで定評のある筆者ですが、６００ページを超えるほどの文量がありながら、物語自体はわずか４日間にコンパクトに、それでいて破綻無く凝縮されている点から、筆者の緻密な描写と、高い構成力がうかがえる傑作ですわ。

女１　　・・・。

女２　　ようこそ。『真夜中の図書館』へ。

　　　　　丁寧にお辞儀をする、女２。

女１　　「図書館」？

女２　　はい。

女１　　・・・あの・・・ごめんなさい。真面目に聞いて欲しいんだけど。

女２　　はい。

女１　　あなた・・・私が、どうして図書館にいるんだと思う？
女２，表情を変えることなく、超然と聞いている。

女１　　信じてもらえないかも知れないけど、これでも、ふざけて言ってるんじゃないのよ。ここ、どこ？今日は、何月何日？・・・私、誰？レベル７じゃないけど・・・これって、記憶喪失ってやつ？

女２　　・・・。

女１　　やっぱり、私、もうちょっとパニくるべき？

女２　　大丈夫です。落ち着いて下さい。存じておりますから。

女１　　「存じて」って・・・どういう意味？あなた、私のこと知ってるの？

女２　　いえ、そうではなく・・・。

女３　　イブ。

　　　　　女３、女４の去った方から登場。

　　　　　後ろに、女４もいる。

女３　　余計なことは言わない約束だったわね。

女２（イブ）　　・・・はい、館長。

女１　　・・・館長。

女３　　いかにも。当図書館の館長です。

女１　　・・・あなたは？

女２　　一応、「司書」ということになっています。

女４　　英語で言うと、ライブラリアン。だから、真ん中をとってイブ。

女２　　その名前、やめませんか？なんか、ちょっと恥ずかしいんですけど。

女４　　あら、どうして？真夜中っぽくていいじゃない。

女２　　はぁ。

女１　　あなたは？

女４　　私？私も館長。

女１　　は？

女４　　変？じゃあ副館長でもいいや。

女１　　他の従業員は？

女２　　おりませんわ。

女１　　・・・館長が二人いて、司書は一人なの？おかしくない？

女４　　そうかしら、お姉様。

女３　　まぁ、図書館という位置づけ自体が便宜的な物ですからね。

女１　　私設図書館なわけ？個人経営の。

女３　　そうね、極めて個人的と言えるかしら。

女２　　え、でも、それじゃ、私のいる意味が無いじゃないですか。
女４　　別にムリにいてもらわなくてもいいのよ。私たちは本を整理したいだけなんだから。ねぇ、お姉様。
女２　　・・・（悔しそう）。

女１　　・・・何か、あれね。「本社から派遣されてきた社員（女２）と、現場上がりの支店長（女３）で、折り合いが悪い」ってな感じね。

　　　　　　ちょっとの間

一同　　おぉ～（拍手）。

女４　　うまいこと、言うわね。
女２　　さすがですわ。まさに、そんな感じです。
女１　　え、そう？（うれしそう）・・・でも、変ね。私、記憶喪失なのに、どうしてそういうことはすらっと出てくるのかしら。

女２　　・・・えっと、それは、ですね・・・。

女３　　この辺の影響かしらね。（と、本を一冊取る。）
女４　　『みなみ、これ野球の本じゃないわ。会社の経営の本よ。』って・・・あっぶねぇ！

お姉様！気をつけて下さいません？夕紀の方ならまだしも、さすがにこの年で、セーラー服はきっつぅございますわ！ましてや、映画じゃ前田敦子ですわよ。私、生きてここから出られませんわ。
女３　　・・・「川口春菜なら許される」と思うことこそ、万死に値すると思うわよ。
女２　　・・・別に、ムリして登場人物になりきろうとしなくてもいいんですけど・・・。

女３・４　　いいの！やりたいの！

女１　　・・・じゃあ、あなた（女３）は、月影先生か何か？
女３　　『「紅天女」を演じる女優は、私がこの手で育てます』
（↑つまり、そういう格好です。別に何でもいいんですけど）
女３・４　　って、何をやらすか。
女１　　何？コント？お笑い芸人養成学校か何かなの？
女３・４　　・・・（小さくなってみる）。

女１　　ちょっと、いい加減にしてよ。早く帰らなきゃならないの。急いでるのよ。
女３　　なぜ？
　　　　　　間。

女１　　え？

女３　　何か理由でも？

女１　　それは・・・思い出せないけど・・・でも、なんか、そんな気がするのよ。
女４　　でも、どこに帰ればいいかも分からないんでしょ？

女１　　・・・。

女４　　っていうか、そもそも、帰るところがあるのかしらねぇ。

女１　　！

女３　　これ。

女４　　ごめんなさい、お姉様。
女３、女１に向き合う。

女１　　・・・（思わず、身構える）。
女３　　本題に戻すことについては、やぶさかではありませんわ。

　　　　　女３、手を出す。

女１　　・・・？。
女３　　カードの提示を。

女１　　カード？

女３　　そう。図書館ですから。

女１　　あぁ。貸し出しカードってこと？・・・え、でも、私、そんなの・・・。
女３，本棚から一冊取り出して・・・。

女３　　・・・『ジョバンニは、すっかりあわててしまって、もしか上着のポケットにでも、入っていたかと思いながら、手を入れてみましたら、何か大きな畳んだ紙切れにあたりました。・・・』
　　　　　女１、ポケットを探ると、ホントに紙が出てくる。

女１　　！

女３　　・・・『それは４つに折ったはがきぐらいの大きさの緑色の紙でした。』
　　　　　　女３、呆然としている女１から、その紙を取る。

女４　・・・『これは三次空間の方からお持ちになったのですか？』『こいつはたいしたもんですぜ。こいつはもう、ほんとうの天上へさえいける切符だ。こいつをお持ちになれぁ、なるほど、こんな不完全な幻想第四次の銀河鉄道なんか、どこまででも行けるはずでさあ。』

女１　　・・・「銀河鉄道の夜」だ。
女２　　ええ。宮沢賢治の代表作の１つ。未定稿な上に、筆者の造語も多く、様々な解釈、推論がなされていますが・・・。
女４　　いいのよ、ごたくはどうだって。青くて透明で静謐（せいひつ）できれいだから、宮沢賢治はそれだけでアリなのよ。
女１　　そうよね、私もそう思う・・・。
女４　　でしょ？

女１　　でも・・・確かこの話、カンパネルラは死んじゃうのよね。っていうか、もう死んじゃってて、銀河鉄道はそういう人を、「石炭袋」につれていく機関車なわけでしょ？

女２　　そういう解釈もあっていいと思いますわ。

女１　　・・・ってことは・・・私も・・・私たちも、死んじゃってるってこと？
　　　　　　女１、女３に手渡した紙を、強引に取り戻す。

女１　　・・・白紙じゃない。

女３　　そうですね。
女１　　・・・どういうこと？

女３　　それは、それでいいのです。白紙であることを確認することに意味があったのですから。
女１　　・・・。
　　　　　　　Ｐ：０３

女３　　いいでしょう。大変、結構です。では、イブ。
女２　　はい。

女３　　当館の利用規約を、説明して差し上げなさい。

女２　　はい。

女３　　「簡潔に」。

女２　　・・・。

　　　　　　女２，改まって女１に・・・。

女２　　当館では、自由に本を閲覧することができます。
　　　どの本でもご自由に、好きなだけお読み下さい。

　　　　また、一冊だけ本を借りることができます。

　　　　というか、・・・借りていただく必要があります。

女４　　あ～ら、そんなことないわ。別に借りなくてもいいはずよ。

女２　　え、でもそれじゃ、帰れないじゃないですか。

女４　　だから、本人がそうしたいっていうんなら、それもアリでしょ？

女２　　それはそうですけど・・・。

女３　　イブ
女２　　！

女３　　説明を。

女２　　・・・。貸出期限は、設定されていません。いつまで借りていただいても結構です。

女１　　・・・ずっと借りていてもいいってこと？

女２　　はい。

女１　　それって、「借りる」っていうより、「もらう」って言わない？あるいは「盗む」とか。
女２　　ん～・・・お気持ちは分からなくもないんですけど、でも、一応「借りる」です。図書館ですから。はい。
女１　　で？
女２　　え～っと・・・以上です。

女１　　料金とか無いの？

女２　　ありません。

女１　　初回につき無料とかじゃなく？

女２　　ええ。

女１　　延滞料金とかも？

女２　　はい。お金のことは忘れて下さい。
女１　　・・・そんなんで、経営成り立つの？

女２　　営利目的の施設じゃありませんので。

女１　　・・・ふぅん。で、何？私は本を借りればいいの？

女２　　ええ、そうなんですけど・・・。

女３　　その通りです。それ以上でも以下でもありません。
女１　　借りたら、帰ってもいい？

女３　　どうぞ。それに、おそらくは、ここから出れば、あなたの記憶も戻るでしょう。いずれは。

女４　　！お姉様！

　　　　　　間。
　　　　　　４人に走る緊張感。

女１　　・・・まあ、いいわよ。一冊選べばいいんでしょ？で、お金の心配もしなくていい訳よね。じゃあねぇ・・・。

　　　　　　女１，本をあさり始める。

　　　　　　しばらくして・・・。

女１　　何よ、これ。何で『フューチャー・イズ・ワイルド』の隣に、『蹴りたい背中』があって、『日本人の知らない日本語』があるのよ。十進分類法でもないし、ジャンル分けでもないし・・・出版社分けでも、作者のアイウエオ順でもないし・・・これ、どういう分類がしてあるの？
女３　　・・・準備中ですから。
女１　　・・・あ、「開館前」ってこと？だから、他の客がいないの？

女３　　・・・（あえて無視）
　　　　　　女１、しかたなく、探すのを続ける。

女１　　あ、これ・・・。
　　　　　　女１、一冊取る。

女３　　「・・・なぁ沖田。

　　　　　例え幕軍が全て倒れて、
俺一人になったとしても、俺はやるぜ。

　　　　　男の一生というものは、
輝きを作るためのものだ。
自分自身の、な」

女３・４　か・・・っこい～～！

女２　　司馬遼太郎作「燃えよ剣」。新撰組副長、土方歳三の生涯を描いた時代小説です。１９６２年から６４年にかけて週刊文春で連載。倒幕側のヒーロー坂本龍馬を描いた「龍馬がゆく」と、ほぼ同時期に発表されました。
それ以前の講談風の時代小説と違い、高い実証性をもって描かれていることで有名ですが、それ以前に、主人公となる人物が大変魅力的に描かれていて、その後の多くの作品に多大な影響を与えたと言われています。
女４　　だって、なんたって、かっこいいもの。だって

　（土方）「あなたが悪い。あなたが私から心を奪っていくから・・・」

女３　　（お雪さん）「あら、そんなもの、どこにありまして？」
女４　　（土方）「おおかた・・・庭のあじさいの下にでも、捨ててあるのでしょう」
　　　　言うか？言うか普通？

ってか見たんか、司馬遼太郎！
でも、かっこいいから許す！

（ごめんなさい、このへんうろ覚えで書いてます。抜粋してません）

女３　　落ち着きなさい。

女４　　あら、私としたことが。

女２　　でも、それは避けた方が・・・。

女１　　どうして？久しぶりに読もうかと思ったのに。

女２　　それ、上下巻ですよ。貸し出しは１冊に限られていますから。

女１　　え、ダメなの？

女２　　すみません。規則でそうなってますので。

女１　　ん～・・・だめだ。「燃えよ剣」を「上下巻、片方だけ読む」なんてこと、できないわ。
女２　　・・・ですよね。

女１　　だめなのよ。私、一巻から順に読まないと気が済まないのよ。

女２　　分かります。っていうか、当然です。作者に対して失礼です。

女１　　やっぱ、そうよね。

　　　　・・・ってことは、基本、１冊だけで完結している本を選ぶべきなのかなぁ・・・。
　　　　　　再び、探す。

女１　　・・・「１冊だけ」選ぶって・・・意外と難しいわね。
　　　　　　さらに探す、女１。

　　　　　　一冊、何気なく取ると・・・。

女３　　（ダンブルドア校長）「それでも「組み分け帽子」は君をグリフィンドールに入れた。君はその理由を知っておる。考えてごらん。」
女４　　「・・・理由なんて・・・ただ、僕がスリザリンに入れないでって頼んだから・・・。」
女３　　「その通りじゃ。

　　　　ハリー・・・自分が本当に何者かを示すのは、持っている能力ではなく、自分がどのような選択をするかということなんじゃよ。」
女２　　Ｊ・Ｋローリング『ハリーポッターと秘密の部屋』。

　　　　筆者は、シングルマザーで乳飲み子を抱えて本シリーズを書き、イギリス、ブルームズ社から初版で出版されたのは、わずか５００部でした。今や、世界各国で４億部以上を売り上げ、社会現象になりました。日本でも、出版が追いつかず、一時期入手困難になったことが、ブームをさらに加速させたと言われています。
女４　　危なかったわ、お姉様。一歩間違えたらスネイプ先生でしたわね。
女３・４　　顔、でか！
女３　　・・・でもドビーよりは、いいかも知れませんわよ。

女３・４　　小っさ！目、でか！

女２　　図書館ではお静かに。

女３・４　　・・・はい。

女１　　ねぇ。でも、なんで、「秘密の部屋」はここにあるのに、「賢者の石」はあっちにあるわけよ。まとめておいたら？
女２　　えっと・・・（女３の視線を気にして）わけあって、このように並べてあるんです。

女１　　ふぅん。・・・続きある？

女２　　続き？というと「アズカバンの囚人」ですか？

女１　　だっけ？忘れちゃった。
　　　　いや、「今まで読んだ本の続き」なら、１冊だけでもいいかなって。

　　　　　　女２，ちょっと探すと・・・。

女２　　はい。こちらでよろしいですか？

女１　　！・・・さすがに「司書」ね。こんなにばらばらな本棚からでも探せるんだ。それとも、何か特別な分類がしてあるの？

女２　　ええ、まぁ・・・。
女１　（ぱらぱらめくりながら）このシリーズも、出た当初はファンタジーなのに、ミステリっぽいとこもあって、すっごくおもしろかったんだけどさ。新刊が出るたびに、一巻から読み返すのが面倒くさくなってきちゃって・・・。

女２　　なるほど。
女１　　ちゃんと味わいたいのよ。
途中で出番の少ないキャラクターの名前がポンっと出てくると、それがだれだったのかハッキリしないと、なんかもやもやするのよ。
カバーのそでに人物紹介があるのは分かるんだけど、そういうんじゃなくて、どの場面で、どんなふうに出てきて、何をしたキャラなのか、ちゃんと知りたいの。分かる？

女２　　分かりますわ。

女１　　・・・だから、翻訳物って、今ひとつ読みにくいのよ。カタカナの名前って、覚えにくいのよね。
女２　　（笑）ありますわね、そういうこと。

女１　　で、結局面倒くさくなって、途中で挫折するっていう・・・まぁよくあるパターンなわけよ。
　　　　　　女１、終わりの方までぱらぱらめくって・・・。,

女１　　あ、違う。・・・シリウス・ブラックから手紙が届くところまでは読んだから、この巻までは読んだんだ。・・・あ、そうそう、思い出した。次だ。薄紫色の表紙のヤツ。上下巻になったのよね。２冊セットでしか買えないって言うんで、ふざけるなって思って、予約しなかったのよ。えっと・・・。

女２　　「炎のゴブレット」ですね。
女１　　ああ、そうそう。ある？とりあえず上巻だけでいいから。
女２　　ご予約されなかった、ということは手に入れられてないんですよね。

女１　　そうね。
女２　　じゃあ、ございません。（あっさり）

女１　　・・・あ、そう。

　　　　　　再び探し始める女１。

女１　　・・・（ぶつぶつ）・・・何よ。ちょうど読みたいところから無いってどういうことよ、まったく・・・。
　　　　　しばらく探して・・・。

女１　　あ、これ・・・。

女１、一冊取ると・・・。

　　

女４　　「今日は、ベルサイユは大変な人ですこと」（←アントワネットです。）

女１　　！

女３　　「お～ほっほっほっほ・・・。」（←デュ・バリー夫人です）
女４　　「負けた・・・王太子妃が娼婦に破れるなんて。」

女２　　池田理代子『ベルサイユのばら』。集英社週刊マーガレットで連載。時々誤解されていますが、実在する人物・事件も交えつつも、基本的にはフィクションです。また、宝塚歌劇団による舞台化の方が後で、こちらが原作です。
女４　　キタ！得意分野ですわね、お姉様。

女３　　ですわね。でも、黒い騎士はでられませんけど。

女４　　（女１に）あり得ないわ、そんなこと！人として許されないと思わないの？

女１　　何、怒ってるのよ。
女４　　・・・いいわよ。何でもないわよ。
女１　　・・・（変なの）・・・まぁ、いいわ。これにする。借りるわ。
女３　　それで、いいのね。

女１　　なんか、久しぶりに読みたくなったから。

女２　　本当に？

女１　　・・・？

女２　　本当に、それでかまいませんか？

女３　　イブ。余計なことは言ってはなりません。

女２　　でも・・・（女１に）それ、中、ちゃんと確認されました？

女１　　中？

　　　　　　女１、ぱらぱらとめくると・・・。

女１　　何、これ。落丁本？後半から白紙じゃない。

女２　　・・・そういう本もあるのです。

女１　　それも何よ、ちょうど「この辺りから読みたいな」ってところから抜けてるじゃないの。ひどい落丁もあったもんね。

女４　　それ、どの辺よ。

女１　　えっとね、国王ルイ１５世が天然痘で死んじゃう辺り。

女４　　思いっきり序盤じゃないの！普通、そこでやめる？

女１　　だって、オスカルとアンドレって、思ったほどからまないんだもの。

女４　　後半で出るの！あんた、革命のシーン知らないの？
女１　　懐かしのアニメ特集とかでよく流れるヤツでしょ？だから私もそこまで読みたかったんだけど、・・・結構、難しいんだもの。今なら、もうちょっと読めるかな、と思って・・・。まぁ、いいわよ、別のにするから。じゃあねぇ・・・。
　　　　　再び探す、女１。

女１　・・・どうして、こんなに本があるのに、、「これ！」っていう１冊がないんかなぁ・・・図書館とか、本屋って空間、好きだけど、こういう時、ほんっとにイライラする。
　　　　　　探しながら・・・。
女１　　あ、「たけくらべ」だ！ 
　　　　（裏表紙を見て）樋口一葉だぁ。「いっぱ」って読んでバカにされたことがある。小林一茶がいるんだから、いっぱがいたっていいじゃない。
女４　　思ひの止（とど）まる紅入（べにいり）の友仙（ゆうぜん）は可憐（いぢら）しき姿を空しく格子門（こうしもん）の外にと止めぬ・・・。
女１　　文語体で書かれたって、分からないって。

ぶっちゃけ、参考書なんかより、「ガラスの仮面」の方が分かりやすかったわね。

女４　　（布をかむ）

女３　　うまい！布をきりっとかんだところで、美登利の感情を全て表現しつくしたといっていい！
女４　「いえ、おっかさん。表の格子戸に水仙のつくり花が…。

誰だろう…こんなことをしたのは…なぜかなつかしいような…なぜか心にしみいる」
女１　あれ…。
　　　　　　Ｐ：０４

　　　　　　女１、本を改めて見て・・・。
女１　　これ…私の、だ。

女２　　…。

女１　　これ、私の、よね。だって、線が引いてあるもの。ほら、ここ。それに…（めくる）…。やっぱそうだ。ほら、ここに書き込みがある。これ、私の字だ。

女３　　…。

女１　　なんで…どうして、私の本が、図書館にあるの？ 
女２　　その本だけですか？

　　　　　　間。

女１　　…え？

女２　　「たけくらべ」だけですか？あなたの本は。

女１　　…。

　　　　　　女１，改めて本棚を見渡す。

女４　　「レベル７」、「銀河鉄道の夜」、「もしドラ」、「燃えよ剣」、「ハリーポッターシリーズ」は３巻までで、予約しなかった４巻からはなく、ベルばらは途中まで…。
女１　　…もしかして…。

女３　　もうお分かりでしょう？

女１　　ここにある本…私、全部読んだことがある。…っていうか、私が読んだことがある本しかない！

　　　　　　ごぉん！

　　　　　　重たい金属音が響き、図書館全体が揺れる。

女１　　！…何？
女３　　あなたのインナースペースが、どこかリンクしたのです。あなたが、一歩、核心に近づいた証拠です。
女４　　大きゅうございましたわね。

女３　　そうですわね。あなたの記憶が戻るのも、時間の問題でしょう。そしてそれは、あなたがこの図書館にいられるのも残りわずか、ということです。

女１　　…。

女２　　順を追って説明しますわ。もういいですよね。

女４　　そんなのずるいわ。ねえお姉様。

女３　　（無言で女４を止める）

女４　　…。

女２　　もうお気づきのことと思いますが、ここは普通の図書館ではありません。言ってみれば、あなたの脳内にある記憶の保管庫＝アーカイブです。

女１　　記憶？

女２　　ええ。つまり、あなたがこれまでに読んだことがある、あらゆる本が集められているのです。

それも、あなた自身が忘却の彼方に追いやってしまった記憶も含めた、ありとあらゆる本です。

女１　　・・・。

女２　　・・・この図書館は、あなたの脳内イメージが作り上げた一種の仮想空間なんです。人によっては蔵や金庫などをイメージするかも知れませんし、パソコンを思い浮かべるかも知れません。でも、あなたの場合は、図書館が一番近いイメージだったようですね。

女１　　じゃあ・・・じゃあ、私が過去に読んだ本は、ここにぜ～～んぶあるってこと？

女２　　ええ。

女１　　一冊残らず？

女２　　おそらくは。

女１　　・・・す。

女２　　「す」？

女１　　すっげー！
　　　　　　女１，あらためて本棚を見る。

女１　　すっげー、ホントにある！

　　　　あ、「あさりちゃん」だ！昔、持ってた。なつかしー。
　　　　おお、「星へ行く船」だ！新井素子だ！この辺、コバルト文庫ががっつりある。・・・このころってさぁ、挿絵は漫画家じゃなくて、挿絵描きが書いてたから、脳内補完がどれだけできるかが、ポイントだったのよね。
ああ、「三姉妹探偵団」だ。「セーラー服と機関銃」だ。このへん赤川次郎だらけだ。すっげー。

女４　　・・・ヲタクですわ。お姉様、昭和のヲタクがいますわよ。

女３　　大丈夫です。基本的には人畜無害な人種ですから。
女１　　うわー、すごいなー。どうしても全部は取っておけないんだよね。本って場所取るからさぁ。でも、ブックオフにまとめて売った次の日に、「早まった・・・」後悔したりさぁ。

人に貸したら返ってこなかったり、気がついたら捨てられてたり・・・。
　　　　
　　　　うわー、でもホンっトすごいなぁ、ここ。
　　　　私、ここに一生いてもいいなぁ。

一同　！

女２　　・・・ホントに？

女１　　え？

女２　　ホントに、そう思います？だって、さっきは「早く、帰りたい」って・・・。

女１　　あ・・・あぁ、そうね。うん。なんか、そんなような気も、ちょっとするんだけど。ちょっと気がそれてたって言うか・・・。
女２　　・・・。

女１　　ねぇ・・・なんで、そんなに悲しそうな顔、するの？

女２　　え？・・・私、「悲しそう」でした？

女１　　あ、違ったらごめんなさい。何か・・・そんなような気がしたから。

女３　　残念ながら、それほどいい場所でもありませんよ。
女１　　？なんで？私にとっては宝の山みたいなもんだけど？
女２　　でも・・・「司書」の立場で言わせていただければ、この図書館には致命的な欠点がありますわ。

女１　　？

女２　　あなたが現実世界で本を読まないということは、記憶が更新されないわけですから・・・。

女１　　・・・あ、分かった・・・「新刊が入らない」ってことだ。
女２　　「あなたが読んだことがある本しかない」というのはそういうことです。また、途中で読むのをやめた本については、読んだところまでしか書かれていません。

女１　　さっきの「ベルばら」みたいなやつね。

女３　　流行にのって買ったマイケル・サンデルなんか、十数ページしかありませんわね。

女４　　辞書もスッカスカ。勉強したの？

女１　　う…うるさいわね。

女４　　ちなみに、「よい子は見ちゃダメ」な本はこの辺ですわ。

女１　　うぉい！

女４　　殿方同士ですのにねぇ。

女３　　お耽美ですこと。

女３・４　　おほほほほほ。

女１　　うるさい！いいの、ファンタジーなの！・・・別にいいでしょ、悪いコトしてるわけじゃなし。

だいたいね。ヒトが隠してる本、暴くなんて、プライバシーの侵害でしょうが！
女３　　いいえ。全然。（きっぱり）

女１　　？

女３　　ここは、あなたの脳内ですよ。私たちもあなたが生み出したキャラクターです。そうですね・・・アバターというのが近いかしら。

女１　　あなたたちが？

女４　　見覚えない？私たち。・・・っていっても、記憶喪失だから分からないかしら。

女３　　ここが「図書館」のイメージであるように、私たちも、何かモデルがあると思いますが？

女１　　ああ・・・そう言われると、そんな気も・・・。
女４　　大体ね。私たちは、あなたのために、苦労してるのよ。あなたに恨まれる筋合いなんか、これっぽっちもございませんコトよ。
女１　　苦労って・・・私、あなたに、何か迷惑かけた？

女４　　よく、そんなこと言えるわね。

女３　　・・・私たちが何をしているか、お分かりかしら？
女１　　・・・コスプレ？

女４　　・・・それもあるけど、おいといて。

女１　　・・・本棚の整理？

女３　　そうです。そして、それはそのまま、あなたの記憶を整理することでもあります。

女１　　あ、そうか。

女３　　私たちは、あなたを記憶喪失から回復させる機能を象徴する存在ですわ。

女１　　なるほど・・・。

　　　　　女１に近づく、女３・４

女３　　でもね・・・。

女１　　（ちょっと引く）

女３　　私、思うのですけれど・・・。
女１　　・・・はぁ。

女３　　ちょっと多すぎませんこと？

女１　　？

女３　　読書がお好きなのですね。

女４　　とっても文化的ですわ。

女３　　それに、本を大切にしていらっしゃる。

女４　　物持ちがよろしいのね。

女３　　でも・・・整理には不向きですわね。そう思いませんこと？

女１　　本を・・・捨てろってこと？

女３・４　　いいえぇ。そぉんなことは。

女３　　ただ、ちょっと箱にでも詰めて、奥の方へしまいませんか？

女１　　しまう・・・。

女３　　捨てる必要なんで、ございませんわ。でも、だからって、目につく位置に置いておく必要もないでしょう？

女１　　・・・そうね。

女２　　！

女３　　ね。そうなさるといいわ。

　　『物事は簡潔に、シンプルに考えましょう。

些末なことは、いったん脇へおきましょう』

女２　　ダメ！

女４　　ちょっと、口出さないでよ。

女２　　だまされてはダメです。この人たちは、ただ本を減らして、整理する手間を省きたいだけです！

女４　　何言ってるのよ。だって、こんなにあるのよ。どうするのよ。あなたが手伝ってくれるとでも言うの？

女２　　それは・・・。

女４　　片付けは、『まず捨てることから』でしょう？違う？
女１　　！・・・それ・・・聞いたことがある。
女３　　！
女１　　・・・誰かが言ってた。

　　　　『物事は簡潔に、シンプルに・・・』。

　　　　『まずは、捨てることから・・・』

　　　うん。そうだ。もっともだと思う。

　　　　でも、・・・なんか、私・・・それ、好きじゃなかった。もっともだけど、好きじゃなかった。

　　　　合理的な考え方だってことは分かるけど・・・でも、好きじゃなかったんだ。

女３　　（舌打ち）

女１　　・・・あなた達、誰？私に何をさせようとしているの？

女３　　本の整理。ただ、それだけですわ。

　　　　簡潔に、シンプルにしたいだけです。

　　　　他ならぬあなたが、あなた自身をとりもどすために。

　　　　でも。それよりも。
　　　　　視線の先には、女２。
女３　　司書と言いつつ、いっこうに本を整頓してくれないあなたは、何なのかしら？
　　　　　女２に視線が集まる。

女２　　ここにある本は、あなたの大切な記憶でもあるのです。全てを記憶しておくことは不可能でしょう。でも、うかつに消していい物でもありませんわ。
　　　　司書・・・本を司る者として、賛同しかねます。
　　　　　　間。

女２　　・・・一冊です。
女１　　？

女２　　あなたに借りられたがっている本が、この中に一冊あるのです。

女１　　私に？

女２　　その一冊を見つけてあげて欲しいのです。
女１　　「あげて欲しい」って・・・「本のために」ってこと？

女２　　（首を振って否定）…これは、きっと覚えておいて下さい。いいですか？

女１　　（勢いに押されて）…はい。

女２　　「あなたは、…」

女１　　…。

女２　　「…あなたが読んだ本でできている。」

女１　　…は？

女２　　「あなた」という人格は、あなたがこれまでに出会い、読んできた数多の本によって形作られているのです。

女１　　・・・。

女２　　今の、この散らかっている本棚は、あなたの記憶が混乱している様子を表しています。

　　　　これは、けして歓迎すべき事態ではありません。

　　　　私も、この本達が、本棚に整頓されることを望みます。

　　　　

　　　　でも、本棚が散らかっている今だからこそ、忘れている本のことを思い出すチャンスでもあるのです。

　　　　　　女２、真面目な顔で、女１にうったえる。

女２　　見つけてあげて下さい。本棚を整頓しきってしまう前に。あなたにとって大切な、ただ一冊の本を。
女１　　一冊・・・。

　　　　　　女１、散らかった本を前に途方に暮れる。

　　　　　　女１を見つめる、強い女２の視線。

女１　　・・・分かったわよ・・・見つければいいんでしょ？
女２　　・・・（無言で笑顔）

女３　　よろしいんですの？

女１　　？

女４　　そんなこと言ってると、いつまでたっても片付きませんわよ。

女１　　う・・・分かってるわよ。
女３　　それに・・・忘れたままの方が幸せなこともあるんですのよ。

　　　　　間。

女１　　・・・私の本、私の記憶なんでしょ？なら、私が決める。あなたが館長で、あなたが司書なら、私は「オーナー」だわ。

　　　　　ごぉん。

　　　　　笑顔で肯定する女２。

　　　　　　Ｐ：０５

女１　　・・・きっと、よっぽど印象深い本だったのよね。だけど、今は忘れている本なわけよ。でもって、それは、私の、何て言うか、人生に深く関わる本なのよね。・・・（いちいちうなずく女２）

あるんかな、そんな本・・・。
にしても、こうもいっぱいあるんじゃあ・・・。
　　腕を組んで、じっと本棚を見る女１。

女１　　私さ。・・・さっきちょっと気になったのよね。

女２　　？

女１　　コバルト文庫や、赤川次郎作品は、この辺とかにかたまっていたのよ。でも、ハリーポッターの時は離しておいてあった。

どうして、固めて置いてある本と、そうじゃない本があるんだろうって。
　　　　きっと、何か、分けがあるのよね？

女３　　さぁ。どうかしら。

女４　　ご自分でお考えになったら？

女１　　・・・ふぅん。ヒントはくれても、答えはくれない。自分で見つけなきゃならないってわけね。

女３　　まぁ、そんなところですわね。

女１　　・・・でも、答え合わせはできる。だって、私が核心に近づけば、反応があるもの。「ごぉん」って。

女３　　・・・。

女１　　あなたたちは、私を惑わしたり、ごまかしたりすることはできても、嘘をつくことはできない。

　　　　　間。

　　　　　女３・４苦しい。

女３　　（一冊取って）『「スタンドによる攻撃ッ」』

女４　　『「しまったッ。こいつスタンド使いかッ！」』

女１　　だから、ごまかさないの。

女２　　えっと・・・荒木飛呂彦『ジョジョの奇妙な・・・。
女１　　いいの、分かるから。いちいち解説しなくても。

女２　　はい。

　　　　　間。

女１　　散らかっているように見えるけど、この本達は整頓する途中の状態。けしてランダムなわけじゃない。それなりに意図がある。そうでなかったら、あなたが（女２が）本の位置を把握できるはずがない。
女２　　（うなずく）

　　　　　女１、本棚を見渡す。

女１　　整理するポイントが分かれば・・・きっと浮いた一冊が見えてくる。

　　　　　ごぉん。

女１　　よし！ってことは・・・。
　　　　　再び、本棚をじっくりと見る女１。

　　　　　間。

　　　　　やがて、一冊手に取る。新書サイズの本。
女１　　これもだ・・・。

女４　　『私のことは、レディー・コーディリア・フィッツジェラルドって呼んで下さらない？私、いつも自分の名前はコーディリアだって、想像してきたの。だって、アンなんてとても現実的なんだもの。』

女３　　『現実的！それで何がいけないの。分かりやすい、いい名前じゃないの。何も恥ずかしがることはありません』

女４　　『あら、恥ずかしいんじゃないわ。ただ、コーディリアの方がすきなだけ。どうしても私をアンとよぶのなら、ｅのついたつづりのアンでよんで下さいな。そうしたら、アンで我慢してもいいわ。』

女２　　「赤毛のアン」。ルーシー・モンド・モンゴメリ作。１９０８年、１００年以上も前に書かれた作品ですが、未だに根強い人気を誇る作品です。物語の舞台となるプリンスエドワード島は、モンゴメリ自身が住んでいた土地でもあり、ファンが押し寄せる観光地として有名なほどですわ。
　　　　児童文学、という位置づけになっていますが、２作の短編集を含む１０作のシリーズで、主人公アン・シャーリーとその周囲の人物を描く、長編小説となっています。が・・・。
女１　　・・・。

女２　　・・・何か？

女１　　ここにもあるのよ。文庫で。

女２　　講談社の完訳クラシック版ですわね。

　　　　　本棚の、別の、かなり離れた位置を指指す女１。

女１　　で、こっちにもあるのよ。
女２　　あ、こちらは徳間書店のアニメ絵本ですね。
女１　　何で・・・同じタイトルの本ですら、分けておく必要があるんだろう。

女２　　・・・。

女１　　赤毛のアン・・・読んだ気はする。絵本と、青い鳥文庫と、文庫版・・・。

女２　　・・・。

女１　　読んだ順・・・？

女２　　！

女１　　そうか・・・分かった。読んだ順だ。

　　　　絵本と、青い鳥文庫と、文庫版。こっちに行くほど小さい子向けで、こっちに行くほど大人向け。

　　　　このへん・・・この頃、私、コバルト文庫にはまってたんだ。だから固めておいてあるんだ。でも、ハリーポッターみたいに新刊が出るのを待って買った本は、どうしても間があくのよ。だから少し離れておいてある。そうでしょう。

　　　　ごぉん

女１　　よぉし！・・・ってことは、シリーズ物で、例えば１巻と３巻は棚にあるけど、２巻は隠してある、とかって本を探す！それがその一冊でしょう！

　　　　し～ん。

女１　　あら・・・シリーズじゃないのかな。でも、読んだ時期はきっと関係あるのよね。

じゃあこのへん！この辺の、まだ詰まってない本棚のあたりにくる本に、その一冊がある！

　　　　し～ん。

女１　　ちがうの？じゃあ・・・この辺？

　　　　し～ん。

女１　　位置じゃないの？え、でも時期は関係あるんでしょ？え、何、どういう意味？
女２　　落ち着いて下さい。

女１　　だって・・・。

　　　　　間。

女２　　本って・・・何だと思います？
女１　　え？
女２　　本です。
女１　　・・・何、クイズ？やめてよ。あなただって、早く見つけて欲しいんでしょ？
女２　　ええ。でも、ちょっと考えてみて欲しいんです。本って何だと思いますか？

女１　　何って・・・本は本でしょ。活字や絵が描いてあって・・・こう、ストーリーが分かるものよ。

女２　　では、本は記憶媒体でしょうか。

女１　　・・・どういうこと？

女２　　数多の作者が考えたストーリーを伝達する手段が「本」・・・同じ活字や絵が載っていれば、同じ本とみなすことができるのなら、本の形には意味がありませんわね。
女１　　・・・。

女２　　どうして、同じ「赤毛のアン」を何冊も持っているのでしょう？文庫版と新書版では、別のストーリーなのでしょうか？いいえ。モンゴメリの原作自体が違うわけではないはずです。では、なぜ、あなたは同じストーリーの本を、何冊も持つ必要があったのでしょう？

女１　　・・・なくしたから？
女２　　・・・先ほど、「ガラスの仮面」の話をされましたよね。

女１　　・・・。

女２　　実は、ここにもあります。文庫版で。あなたは、すでに持っているのに、わざわざお金を払って買い直しているのです。

女１　　それは・・・何ていうか、コレクションってほどじゃないけど、装丁がちがうし・・・それに・・・。
女２　　それに？

女１　　・・・人に・・・貸したくなった・・・。

女２　　・・・。

女１　　そうだ・・・私、本を人に貸したり、誰かから借りたりするの、好きだった。

女２　　誰に？

女１　　「誰に」？
女２　　ね・・・「本」は・・・「ストーリー」でしょうか？

　　　　　長い間。

女１　　・・・この本・・・赤毛のアン（文庫版）は・・・。

　　　　そうだ。ミュージカルを見た・・・それで、原作を読み返したくなって、買った。

　　　　私、この本、前はあんまり面白いと思えなかった。アンはがさつで、うっとうしい子だとしか思えなかった。だって・・・そうだ・・・だって、前は・・・そう、前の時は、読書感想文を書くために、あわてて読んでたから。でも、こっちは違う。読みたくなって、劇場からの帰り道に、三洋堂で買った本。だって・・・だって、結婚してから初めて見に行ったミュージカルだったから。

女２　　・・・。

女１　　違う。「本」は「ストーリー」じゃない。本は「本そのもの」に意味がある。

女２　　！（笑顔）

　　　　　ごぉん。

女１　　ハリーポッター・・・。

　　　　「ふくろう通信」っていうビラが挟んであった。翻訳者ってつらいんだろうな、でも楽しいんだろうなって思った。だって、私も本が好きで、でも、作家になれるほどじゃなくて・・・だから「せめて」って思って、本に関わる仕事をしていたんだから。

　　　　そうだ。私は、児童文学の出版社に勤めていた。

　　　　　ごぉん。（↓だんだんさかのぼっていく順です）
女１　　燃えよ剣・・・。

　　　　日本史なんて、全然興味なかった。でも、読んでみようって思った。新撰組なら読めるかなって思ったのもあるけど、それだけじゃなくて、あの人が勧めた本だから。読めば会話のネタになると思ったから。そうじゃなかったら、きっと途中でやめてたと思う。

　　　　そうだ。私は、あの人と結婚したんだ。

　　　　　ごぉん。

女１　　たけくらべ・・・。

　　　　高校の古典の先生が、テストに出すから読めって言った。
　　　　毎年、その先生は同じ課題を出す人で・・・私は、部の先輩から本を借りて、返そうとしたら、後輩にも回してあげたらって言われて・・・私は「テストがんばれ。優しい先輩より」って落書きして、回した。

　　　　そうだ。その先輩があの人だ。

私は、高校の時、あの人に出会ってた。　
　　　　　ごぉん。

女１　　そうだ・・・あの人がいた。いてくれてたんだ。
　　　　でも・・・でも、私は、あの人とはいられなくなった。

　　　　大事な人だったけど、そばにいるのがお互いつらくなった。

　　　　だって・・・お互いに忙しくなって・・・余裕がなくなって・・・それに・・・。

　　私には、子供ができたから。

　　育児と仕事でいっぱいいっぱいだったし・・・本が好きで仕事していたはずなのに、本を読んでる暇なんかなくなった。

　　読む本って言ったら、中途半端に自己啓発の本やビジネスの本を、かいつまんで読むか、そうでなければ「家庭の医学」なんか読んだり・・・。

女１　　・・・それで・・・
（銀河鉄道の夜）

私は・・・旦那も、子供も、仕事もない所へ行きたかった。

例え、その行き先が『石炭袋』だとしても・・・。

例えそれが片道切符だとしても。

女３　　『物事は簡潔にシンプルに』

女４　　『まずは捨てることから』

女１　　・・・。

女３　　・・・だから・・・あなたに、任せたくなかったんです。

女４　　箱にしまって、奥にしまい込んだ方がいい記憶（もの）もあるでしょう？

女１　　・・・。

　　　　　　間。

女２　　まだです。

女１　　！

女２　　まだですわ。まだ続きがあるはずです。

女１　　続き・・・？

女２　　・・・。

女１　　・・・そうよ。だからって、簡単に投げ出せるもんじゃない。
　　　私は、ストレスで不眠症になって、でも、睡眠薬飲みながら、ぼろぼろになって仕事を続けてた・・・。

女２　　それで？

女１　　それで・・・そうだ。大事な本があった・・・。

　　　　仕事の、取材の関係で手に入れた本。

　　　　でも、その本は私が昔持ってて、なくしてしまった本でもあった。

　　　　色んな意味で大切な本。

なのに、あの子は、その本に落書きをした。
　　　　私は・・・それが、許せなくて・・・。

　　　　ひどく叩いた。

　　　　叩いてしまった・・・。

　　　　あの子・・・まだ２才なのに・・・。

　　　　それで・・・それで救急車が来て・・・。

女２　　その、「大事な本」は・・・？

女１　　え？

女２　　その本は？

女１　　その本は・・・。

　　　　　呆然としていた女１の目に、力が戻る。

女１　　そうだ・・・。

　　　　この図書館が、「私が持っていた、全ての本がある図書館」なら・・・きっとある！
　　　　　女１、本棚を探す。

女１　　こっちが新しい方で、こっちが古い方・・・ってことは・・・。

　　　　女１、ずっとずっと古い方へ古い方へ・・・。

女１　　『ピーターラビット』・・・『ぐりとぐら』・・・
　　　　ちがう・・・きっと、もっと前・・・。

　　　　『はらぺこあおむし』・・・この辺り・・・

　　　　　探す、女１。

女１　　・・・あった！

　　　　　女１、一冊手に取ると、大切そうに、胸に抱く。

　　　　　黄色い表紙の、小さな絵本。

　　　　　表紙には、直立する白いうさぎのシンプルな絵。
女１　　これ・・・借ります。
　　　　　ごぉん。

　　　

　　　　　暗転。

　　　　　Ｐ：０６

　　　　　明転。

　　　　　白い部屋。

　　　　　女１、気がつくと、そこは・・・

女１　　・・・どこ？

　　　　　女１、「そおっと」足をおろしてみる。

女１　　冷たっ・・・。

　　　　　間。

女１　　・・・「全身の、ぼんやりした体感というものは、案外正確な物だ。ベッドを降りたときから」、私は・・・

　　　　　次第に、パニックの波が押し寄せてくる女１。

女１、この部屋を出て行こうと、ドア（？）に向かって行くと・・・。

逆に、向こうから開く。

　　　　ぶつかりそうになる白衣の男と、女１。

男１　　・・・。
女１　　あの・・・ここは・・・私・・・。

男１　　あ、気がつかれましたか。良かった。

女１　　・・・あの。

男１　　まぁ、とにかくおかけ下さい。

　　　　　男、女１を刺激しないように、ゆっくり話す。

男　　　・・・ここは、中央病院の夜間救急病室です。あなたは、先ほど・・・かれこれ３時間ほど前、救急車で搬送されました。

女１　　・・・はぁ・・・。

　　　　　女１、ふと気がついて、服のにおいをかぐ。

男　　　・・・胃洗浄をしましたから。

女１　　・・・。

男　　　「用法、用量を守って、正しくお使い下さい。」・・・睡眠薬に限らず、基本ですよ、これ。

女１　　・・・すいません。

　　　　　　間。

女１　　今、何時ですか？

男　　　午前２時ちょっと前ですね。

　　　　　　間。

　　　　　　と、女１，急に・・・。

女１　　！・・・あの子は？

男　　　？

女１　　あの子、どこ？私、こんな時間に・・・。
男　　　大丈夫ですよ。落ち着いて。

女１　　でも・・・。

男　　　失礼ですけど、児童相談所の〇〇さんと、保育園の△△先生に連絡を入れさせていただきました。娘さんは別室で寝ています。

女１　　・・・。

男　　　呼んできますね。

　　　　　　男、去る。

　　　　　　ややあって、女性２人、ばたばたと入ってくる。

　　　　　　児童相談所の方＝女３

　　　　　　保育士＝女４

女１　　（顔を見るなり）あ・・・。

女３　　まぁああ、気がつかれたんですね。良かったですわ。一時はどうなることかと心配しましたのよ。

女１　　・・・。

女３　　あの、どうかされまして？

女１　　いいえ・・・すみません。ご心配おかけして・・・それで・・・。

女４　　ご心配なく。向こうでよく眠ってますから。
女１　　・・・。

女４　　でも、最初はもう、泣いて泣いて・・・。やっぱりお母さんじゃないと。

女１　　ごめんなさい・・・私・・・。

女４　　あ、いえ、そんな。ねぇ。

女３　　大丈夫ですわよ。お困りのことがありましたら、何なりと言って下されば。

女１　　・・・。

女３　　あまり思いこまないで。目に見えることから、一つ一つ解決すれば、きちんと片付いていくんです。

　　　　シンプルに、簡潔に考えていくこと、そして思い切って捨てることが大切ですわよ。

女１　　・・・あぁ（納得）。

女３　　私、何か変なことでも？

女１　　いいえ、別に。
女４　　あら？

　　　　　女４、女１のそばにおちていた本に気づく。

女４　　あら、ミッフィー。

女３　　「うさこちゃん」。

女４　　・・・いや、でもミッフィ・・・
女３　　「うさこちゃん」です。ミッフィーなどという、西欧人がつけたちゃらけた名前で呼ばないで下さい。

女４　　いや、作者ディック・ブルーナですから。オランダ人ですから。

女３　　福音館図書が出版してから、日本では「うさこちゃん」というんです。原語ではナインチェ・プラウス＝ふわふわうさちゃんと名付けられていたんです。だから、「うさこちゃん」という和訳は、原語に忠実かつ、子供にも言いやすい、非常に的確な和訳なのです。

ミッフィーはイギリスで出版されたときの名前。それを、講談社が日本に持ち込みやがったのです。
女４　　はぁ。

女３　　しかも、あなた。これ、貴重な物ですのよ。

女４　　？そうですか？うちの園にもありますけど。

女３　　何言ってるんですか。ここ（背表紙）をごらんなさい。

女４　　・・・何か。

女３　　何か、じゃありませんよ。

女４　　・・・？

女３　　もう・・・ほら。布が貼ってありますでしょ？

女４　　それが何か。

女３　　この仕様は、初期に出版された物にしか貼っていないのです。現有数が少ない、貴重なものですのよ。

女４　　でも、中身は同じなんでしょ？

女３　　もう・・・これだから、物の価値を知らない人は・・・ねぇ。

女１　　（苦笑）

女４　　あら、でも・・・ほら。

　　　　　女４、もう一冊出す。

女３　　！・・・それ・・・。

　　　　　女３、見比べるが、同じ物。

女３　　あなた、これどこから・・・どうして２冊も・・・。
女１　　あの子が・・・持っていたんですね。
女４　　ええ。ぎゅ~って抱きしめて、なかなか放さなかったんですよ。よっぽどお気に入りなんですね。

女１　　いいえ。

女４　　？

女１　　多分・・・悲しかったんだと思います。

女４　　悲しい？

女１　　私が・・・しかりつけたから。

女４　　？

女１　　それを・・・。

　　　　　女１、手を伸ばす。

女４、絵本を渡してやる。

女１、ページをめくる。

女１　　ほら・・・ここ。

女４　　あら・・・これは・・・。

女３　　まぁあ、何てこと・・・。

　　　　　表紙にもなっている黄色をバックに立つミッフィーに、

　　　　オレンジ色のクレヨンで、落書きがしてある。

女１　　この本、取材の関係で、たまたま私が入手した本だったんです。それを出しっぱなしのまま、私、寝てしまったみたいで・・・あの子、それを見付けて読んでいて、つい落書きをしてしまったみたいなんです。

女３　　つい落書きって・・・普通、本に落書きなんかしませんでしょ？ましてやこんな貴重なものに・・・。

女１　　いいえ。

女３　　？

女１　　私、分かったんです。

女３　　何が？

女１　　あの子が何をしたかったのか。

女３　　・・・？

女１　　私、昔、この本持っていたんです。多分、気に入っていたんだと思います。でも、いくつか変な所もあるんですよね、この本。

女４　　変って？

女１　　この本、「うさこちゃんとうみ」は、シリーズ２作目です。

この本が出版されたのは、１９７０年より前だと思います。だからしょうがないのかも知れないんですけど・・・。

　　　　例えば、ここです。うさこちゃんのお父さんの、ふわふわさんは、うさこちゃんを、車で海に連れて行ってくれます。

女４　　すてきなお父さんですね。

女１　　でもね・・・くるまって、これですよ。

女４　　・・・リヤカー？

女１　　普通、車っていったら、自動車を連想しますよね。でも、お父さんは荷車にうさこちゃんと荷物を乗せて、海まで「引いて」いってくれるんです。

女４　　海まで・・・。

女１　　ね、ちょっと連想しがたいでしょ？

女４　　（笑）

女１　　おまけに、この場面です。

　　　　お父さんは、一人で着替えができたうさこちゃんをほめてあげるんです。

　　　　「おまえ、ひとりですいえいぱんつ、はけたのかい？」

　　　　すいえいぱんつですよ。うさこちゃん、女の子なのに。

女４　　（笑）

女１　　だから・・・分かったんです。

女３　　何がです？

女１　　あの子も、私と同じように、この本に違和感を感じたんです、きっと。

　　　　そう思ったら、あの子のやりたいことが分かりました。

　　　

　　　　これ、落書きじゃありません。

　　　　あの子、うさこちゃんに女の子の水着を着せてあげたかったんです。

女３　　？

女１　　（笑）ビキニなんですよ、これ。

　　　　あの子、うさこちゃんにビキニを着せてあげたかったんです。

　　　　だから、オレンジ色のクレヨンなんです。

女３　　・・・。

女１　　あの子なりの、この本の愛し方だったんです、きっと。

　　　　　女１、笑っているような、懐かしんでいるような、泣いているような、複雑な表情。

　　　　　女１、おもむろに立つ。

　　　　　そして、よろける。

　　　　　あわてて支える、女３・４

女３　　どちらへ？

女１　　あの子のところへ。

女４　　眠ってますけど。

女１　　ええ。だから、隣で寝ようと思って。起きたとき、私が隣にいた方がいいでしょう？

それで、起きたら、この本、読んであげようと思って。
女３　　きっと、喜びますわ。

女１　　（笑）それに・・・この本、返さなくちゃならないんです。

女４　　どなたかの本なんですか？

女１　　いいえ。私のです。でも、図書館の本なんです。

女４　　？

女１　　借りた本は、返さなきゃ。でしょう？

　　　　　女３、４とも「？」

　　　　

　　　　　女１、去る。

　　　　　ゆっくりと暗転。

　　　　暗転しきる直前、

　　　　女２、中央に登場。

女２　　ご利用、ありがとうございました。

　　　　またのご来館、心よりお待ちしております。

　　　　深々とお辞儀をする女２。

　　　　暗転。

　　　　　　　　　　　　　　　おしまい　



人間は脳の容量の７０％を使用していないと言われている。


人間の持つ不思議な力は、この部分に秘められていると考えられている。


使用されることのないこの７０％の脳は、こう呼ばれることがある。





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『Ｎｉｇｈｔ　Ｈｅａｄ』








・・・まぁ、それはそれとして。














真夜中のらいぶらり
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